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ヒト・マウス胎児の標本を詳しく観察し，成長する臓器の大きさの関係などを数学的な方法を含めて解析しています。臓器
の大きさがどのように決まるのかを調節するメカニズムや，臓器の大きさの違いが生後の病気の発症に関わるかどうかを研究
してきました。平成30年度には，これまでの知見を研究の最先端の英国の大学，学会で発表し，高く評価されました。日本で
は出生時の体重が2,500g未満の赤ちゃん（低出生体重児）の割合が他の先進諸国
と比べて多く，中でも島根県は低出生体重児の割合が全国でも高いことが報告
されています。これは将来島根県でNCDが発症するリスクが高い可能性を意味
します。胎児の成長に関わる最も基本的で重要な環境要因は栄養です。現在，
島根県における妊娠中のお母さんたちの栄養摂取の現状を明らかにするため，
島根県立大学の先生，県立中央病院の助産師さんと共同して調査研究を進めて
います。これらの地道な研究により，生後の疾病の起こりやすさを包括的に理
解し，その予防の手立てを考えるにつながることが期待されます。

これらの研究により，将来子供が病気になりにくい身体になるためのお母さんの妊娠前，妊娠中，授乳中の食事法の開発な
どにつながる可能性があります。また再生医療や移植医療において，バランスがとれ病気になりにくい再生・移植臓器の大き
さの基準を示すことが期待できます。

先天異常総合解析プロジェクトセンター
※本プロジェクトセンターは2019年 3 月末をもって設置期間満了により，終了しました。

Project Center for Comprehensive Research on Congenital Anomalies
※This center has concluded in March,2019,the expiration date.

生活習慣病（より広くは非感染性疾患：NCD）の発症の原因や起こりやすさ（素因）に，胎生期の遺伝と環境の相互作用が深く
関わることが知られています。私たちは，からだの大きさが同じ胎児でも臓器の大きさには 2 倍以上もの個人差があることを明
らかにしました。生まれ持った臓器の大きさは臓器全体の機能の「余裕」の大きさに直結し，小さな臓器（余裕）は将来の病気の素
因にもつながる，つまり生後数十年経って明らかになる「知られざる先天異常」とも考えられます。しかし，多くの臓器の大きさ
やお互いのバランスがどのように調節され，どのように病気の発症に関わるか，ほとんどわかっていません。私たちは，そのメ
カニズムを探っています。

Interaction between genetic and environmental factors during prenatal life has been deeply implicated in the 
etiology/predisposition of postnatal non-communicable diseases (NCDs). We previously reported a wide individual 
variation in the organ size in human fetuses of the same body size. The organ size after histogenesis is directly 
correlated with the ‘reserve’ of the total organ function, therefore, can be a predisposition of future diseases, and a 
small organ size may thus be considered as ‘unnoticed congenital anomalies’. However, very little is known on the 
mechanism to regulate organ sizes and balance among the organ sizes, or whether/how they are related with the 
actual onset of diseases. We are investigating the mechanisms involved in these events.
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